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こほく 会 報 
第 37号 

滋賀県レイカディア大学 

同窓会湖北支部 

発行責任者 奥長 裕幸 

編集責任者 前川 秀和 

令和２年度の湖北支部定期総会は、「新型コロナウイルス感染」拡大の状況を鑑み、多人数での開催は中止

とし、滋賀県レイカディア大学同窓会湖北支部規約第９条第４項に基づき、新旧役員の出席による役員会の

もと、少人数での議案審議が行われ、各議題とも可決・承認されましたので、報告させて頂きます。 

なお、今後の各種同窓会行事につきましては、「新型コロナウイルス感染予防」のため、長浜ドームで開催

予定の春季グランドゴルフ大会は中止として、その他の行事につきましても、実施の可否は流動的となりま

すので、ご了承願います。 

１ 開催日時  令和２年５月８日（金） 午前 10時から 

２ 会  場  宇賀野会館 

        米原市宇賀野 830－１ 

３ 出席者   支部長、副支部長、ホームページ担当 

        新支部長、新副支部長、新ホームページ担当 

４ 議題内容  第１号議案 平成 31年（令和元年）度 事業経過報告 

        第２号議案 平成 31年（令和元年）度 収支決算報告 

        第３号議案 令和２年度 事業計画（案） 

        第４号議案 令和２年度 収支予算（案） 

        第５号議案 役員の改選  

 

盛
夏
の
候
、
毎
日
暑
い
日
が
続
い
て

お
り
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
に
は
ま
す

ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。
平
素
は
同
窓
会
活
動
に
格
別

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。 

今
年
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
猛
威
の
た
め
、
総
会
も
開
催
さ
れ
ず

５
月
８
日
に
新
旧
役
員
会
で
総
会
に
代

わ
る
会
議
と
し
、
そ
の
後
の
引
継
会
を

経
て
令
和
２
年
度
が
ス
タ
ー
ト
を
切
る

と
こ
ろ
で
し
た
。
し
か
し
緊
急
事
態
宣

言
中
の
た
め
宣
言
解
除
を
待
っ
て
、
６

月
２
日
に
第
一
回
役
員
会
を
開
催
し
、

今
年
度
の
活
動
を
開
始
い
た
し
ま
し

た
。 母

校
レ
イ
カ
デ
ィ
大
学
は
、
８
月
31

日
ま
で
休
学
、
卒
業
式
は
明
年
３
月
、
43

期
の
学
生
募
集
は
今
年
は
中
止
、
43
期

生
は
明
年
10
月
入
学
と
な
る
な
ど
、
非

常
事
態
の
対
応
が
と
ら
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。 

さ
て
、
滋
賀
県
に
お
い
て
は
、
非
常
事

態
宣
言
は
解
除
さ
れ
ま
し
た
が
、
引
き

続
き
「
注
意
ス
テ
ー
ジ
」
で
あ
り
、
催
事

の
開
催
を
中
止
又
は
延
期
す
る
要
請
が

出
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
窓
会
湖
北
支
部

と
し
ま
し
て
も
、
春
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
は
中
止
、
そ
の
後
の
活
動
も
状

況
の
改
善
を
見
極
め
、
き
め
細
か
く
各

部
会
に
て
調
整
し
て
い
た
だ
き
、
会
員

各
位
の
ご
協
力
の
も
と
進
め
て
い
く
所

存
で
す
。
状
況
が
改
善
す
れ
ば
、
ま
た
皆

様
と
一
緒
に
元
気
に
活
動
し
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。 

な
に
と
ぞ
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
し
た

が
、
会
員
皆
様
の
ご
健
勝
で
益
々
の
ご

活
躍
を
祈
念
し
ま
し
て
、
就
任
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。 

                            

レイカディア大学同窓会湖北支部 新旧役員会の開催結果 



 

 

会報 こ ほ く 第 37号(2) 令和２年８月１日 
 

令和 2 年度 収支予算書 

自・令和 2 年４月１日 ～ 至・令和 3 年３月３１日 

収入の部 単位：円 

項  目 前年度決算額 本年度予算額 増減額 摘   要 

 繰 越 金       130,552 141,312 10,760 
 

会 費 362,000 346,000 △ 16,000 1 人 150 人、夫婦 12 組、41 期 20 人 

支 部 総 会 費 120,000 112,000 △ 8,000 4,000 円×28 人 

特 別 会 費 570,000 500,000 0 
Ｇ・Ｇ大会 100,000 円 

研修旅行  400.000 円 

利 子 1 1 0 通帳利息 

雑 収 入 6,000 
 

△ 6,000 
 

合   計 1,188,553 1,099,313 △ 19,240 
 

支出の部 

項  目 前年度決算額 本年度予算額 増減額 摘  要 

支 部 総 会 費 195,172 200,000 4,828 議案書・懇親会費 

本 部 総 会 費 10,000 10,000 0 出席者交通費補助 

本 部 会 費 92,000 87,000 △ 5.000 本部会費 500 円×174 名 

会 議 費 55,925 100,000 44,075 会議他 

体育・研修費 579,606 500,000 △ 79,606 

本部・支部 

Ｇ・Ｇ 100,000 円 

研 修 400,000 円 

会 報 費 30,328 50,000 19,672 会報等 

慶 弔 費 35,000 60,000 25,000 物故者香典等 

通 信 費 14,483 20,000 5,517 連絡郵便費・振込料 

雑 費 6,639 15,000 8,361 資料作成コピー・文具・保険料 

予 備 費 28,088 57,313 29,225 各大会補助等 

合   計 1,047,241 1,099,313 52,072  

     
令和 2 年度 事業計画 

１．事業方針 (1)会員へ各行事への積極的な参加を呼びかけ、支部の活性化を図る。 

(2)湖北支部としての地域貢献活動を通じ、本会の存在を広く周知する。 

(3)本部同窓会・米原校のサポート隊と連携し、学生募集に積極的に協力する。 

２，主な事業計画  

部 会 月 日 事業の内容 開催場所 

事 務 局 
４月 17 日（金） 令和 2 年度支部総会 グランパレ－京岩（中止） 

 4 月 22 日（水） 

 

令和 2 年度本部総会 長寿社会福祉センタ－（中止） 

体 育 部 

６月 10 日（水） 春季グランドゴルフ大会 

 

長浜バイオ大学ド－ム（中止） 

 秋季グランドゴルフ大会 健康パークあざい（予定） 

 ４支部グランドゴルフ大会  

広 報 部  会報「こほく」発行 年３回発行、原稿募集しています 

研 修 部 
 日帰り研修バス旅行 （詳細は決まり次第ご案内します） 

 地域歴史探訪  

地域活動部 

 
県立長浜養護学校支援 
校舎内の整備、補修を検討 

長浜市今町 
（詳細は決まり次第ご案内します） 

 美しい湖国をつくる会 びわ湖 湖岸清掃 

 本部地域活動事例発表会  
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湖
北
支
部
の
会
員
で
次
の
方
々

が
今
年
度
の
長
寿
者
と
し
て
お
祝

い
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。 

 

（
今
年
度
は
同
窓
会
本
部
の
総
会

が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
た
め
中
止
と
な
り
ま

し
た
の
で
、
支
部
長
か
ら
お
祝
い
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。） 

 

○
白
寿
（
大
正
11
年
生
ま
れ
） 

18
期
生
活
科
学
学
科 

西
堀 

貞
江 

様 

○
米
寿
（
昭
和
８
年
生
ま
れ
） 

 
 

18
期
文
芸
学
科 

 
 
 
 
 

堤 
 

幸
子 

様 

 
 

20
期
ス
ポ
ー
ツ
健
康
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
学
科 

 
 
 
 
 

大
橋 

充
子 

様 

 
 

19
期
ス
ポ
ー
ツ
健
康
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
学
科 

 
 
 
 
 

川
部 

寛
子 

様 

 
 

27
期
園
芸
学
科 

 
 
 
 
 

宮
口 

敏
夫 

様 

     

   

※
投
稿
い
た
だ
い
た
原
稿
は
そ
の

ま
ま
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

    

こ
の
度
、
早
々
に
米
寿
の
お
祝
い

を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

 

世
界
に
ま
ん
延
す
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
猛
威
の
中
、
高
齢
者

の
致
死
率
が
高
い
と
い
わ
れ
、
三
密

の
排
除
で
、
す
べ
て
の
イ
ベ
ン
ト
が

中
止
と
な
り
ま
し
た
。
生
活
用
品
の

買
い
出
し
以
外
の
外
出
も
自
粛
で
、

誰
に
も
話
さ
な
か
っ
た
日
が
あ
る

な
ど
、
気
が
滅
入
り
米
寿
の
喜
び
も

半
減
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学
在
学
中
か

ら
参
加
し
て
い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
「
み
ど
り
の
会
」
は
、
米

原
市
社
協
「
や
す
ら
ぎ
ハ
ウ
ス
」
の

福
祉
施
設
を
中
心
と
し
て
、
園
芸
学

科
卒
業
生
の
皆
さ
ん
で
構
成
さ
れ
、

施
設
周
囲
の
環
境
整
備
と
し
て
樹

木
の
剪
定
や
除
草
を
月
一
回
行
っ

て
い
ま
す
。
今
年
最
初
の
作
業
後
に
、

前
北
村
支
部
長
よ
り
米
寿
の
祝
詞

と
記
念
品
を
頂
き
、
参
加
の
皆
さ
ん

か
ら
祝
福
を
受
け
感
謝
を
し
て
い

ま
す
。
会
の
中
で
も
長
老
と
な
り
、

足
手
ま
と
い
に
な
ら
な
い
よ
う
、
楽

し
く
活
動
し
て
生
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
勢
い

も
だ
い
ぶ
落
ち
着
い
て
き
て
、
五
月

二
十
五
日
に
は
、
緊
急
事
態
宣
言
も

解
除
さ
れ
、
普
通
の
日
が
ひ
と
ま
ず

帰
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
自
体
は
非

常
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
が
、
外
出

を
控
え
、
長
く
家
で
過
ご
し
て
い
た

身
体
で
す
か
ら
、
か
っ
て
の
生
活
に

急
に
戻
そ
う
と
す
れ
ば
、
心
も
身
体

も
悲
鳴
を
上
げ
る
で
し
ょ
う
。
マ
ス

ク
の
着
用
や
人
と
の
距
離
な
ど
、
守

る
べ
き
も
の
は
守
り
な
が
ら
、
ゆ
っ

く
り
と
社
会
生
活
を
再
活
動
さ
せ

た
い
も
の
で
す
。
「
解
除
」
の
声
を

「
も
う
何
を
し
て
も
大
丈
夫
」
と
勝

手
に
解
釈
し
て
行
動
す
れ
ば
元
に

戻
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

         

人
生
百
年
時
代
と
い
わ
れ
る
昨

今
、
私
は
亡
父
よ
り
健
康
で
長
く
生

き
る
こ
と
が
親
孝
行
だ
と
念
じ
て

き
ま
し
た
。
た
っ
た
一
度
の
人
生
、

後
十
年
墓
守
と
し
て
九
十
八
歳
を

終
活
の
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
米
寿

は
通
過
点
で
す
が
、
一
昨
年
妻
に
先

立
た
れ
、
独
居
生
活
の
自
分
に
は
大

き
な
試
練
の
コ
ロ
ナ
と
な
り
ま
し

た
。 

 

昔
の
ア
ル
バ
ム
を
見
て
い
る
と
、

先
輩
は
ほ
と
ん
ど
亡
く
な
り
、
同
輩

で
も
数
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
早
く
お
い
で
よ
と
呼
ば
れ
て

い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
が
、
多
く

の
人
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
健
康
で

何
歳
ま
で
一
人
暮
ら
し
で
の
自
炊

生
活
が
で
き
る
の
か
？
、
私
の
挑
戦

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。 

    

先
日
、
米
寿
の
お
祝
い
の
品
々
を

頂
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。 

 

レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学
を
卒
業
致

し
ま
し
て
、
早
や
二
十
年
余
り
が
過

ぎ
ま
し
た
。
思
い
返
せ
ば
、
必
修
講

座
、
ス
ポ
レ
ク
学
科
で
の
学
修
が
走

馬
灯
の
様
に
う
か
ん
で
き
ま
す
。
レ

イ
大
で
の
二
年
間
は
、
私
に
と
っ
て

人
生
で
一
番
の
良
い
時
期
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

医
学
の
進
歩
に
よ
っ
て
、
ま
す
ま

す
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
喜
寿
、

米
寿
は
一
昔
の
事
で
、
今
で
は
、
白

寿
、
茶
寿
と
言
う
時
代
が
目
の
前
に

見
え
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
健
康

の
た
め
に
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
い

き
い
き
体
操
、
手
芸
な
ど
、
そ
れ
に

毎
日
七
、
八
千
歩
を
目
標
に
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
年
ま
で
い
ら
れ
た
事
、
ご
先

祖
様
や
家
族
、
ま
た
、
地
域
の
み
な

さ
ん
の
お
か
げ
だ
と
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。 

           

こ
の
度
は
レ
イ
大
同
窓
会
よ
り

米
寿
の
お
祝
い
を
頂
き
有
難
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

18
期
文
芸
学
科
に
図
ら
ず
も
夫

婦
で
入
学
、
定
年
を
期
に
新
し
い
人

生
の
旅
を
始
め
ま
し
た
。
米
原
校
文

芸
学
科
は
23
名
で
、
午
前
は
公
演
、

午
後
は
選
択
科
目
で
書
道
と
短
歌

で
、
小
西
久
二
郎
先
生
の
丁
寧
な
指

導
で
初
歩
よ
り
熱
心
に
友
と
学
び
、

各
自
で
作
る
楽
し
い
時
間
を
送
り

二
年
目
の
五
月
、
短
歌
の
吟
行
に
彦

根
の
天
寧
寺
に
全
員
で
出
か
け
た
。

五
百
羅
漢
の
並
ぶ
名
所
で
吟
行
中
、

私
の
頭
に
突
然
強
打
の
痛
み
、
休
息

し
て
も
治
ら
ず
、
夫
の
車
で
長
浜
病

院
救
急
ま
で
走
り
、
私
は
意
識
朦
朧

で
し
た
。
診
察
を
受
け
、
く
も
膜
下

出
血
で
脳
外
科
手
術
を
受
け
、
一
ヶ 

祝 

ご
長
寿 

米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
方 

か
ら
の
投
稿
で
す 

感
謝
の
こ
と
ば 

川
部 

寛
子 

私
の
米
寿
と
コ
ロ
ナ 

 
 

 
 

 
 

宮
口 

敏
夫 

わ
が
人
生 

忘
れ
得
ぬ
思
い
出 

堤 

幸
子 
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月
の
入
院
で
無
事
退
院
で
き
、
医
療

関
係
の
方
や
家
族
に
も
感
謝
致
し

ま
す
。 

八
月
よ
り
文
芸
に
も
出
席
し
二

年
間
ま
と
め
の
さ
ざ
れ
石
作
品
集

に
も
15
首
提
出
編
集
さ
れ
皆
ん
な

に
協
力
頂
き
完
成
、
短
歌
を
作
る
機

会
を
得
た
喜
び
に
感
謝
し
、
人
生
最

後
の
学
び
舎
と
な
り
、
忘
れ
ら
れ
な

い
思
い
出
で
す
。 

        
 

|
そ
の
後
の
人
生
| 

卒
業
後
、
米
原
公
民
館
で
文
芸
の

有
志
16
名
で
勉
強
会
を
月
一
回
で

集
ま
り
、
小
西
先
生
に
再
び
お
願
い

し
て
学
べ
る
喜
び
を
生
き
甲
斐
と

し
て
始
め
、
年
々
上
達
し
五
年
目
に

歌
集
作
り
に
各
自
が
30
首
、
さ
ざ
れ

石
歌
集
が
完
成
す
る
。
苔
む
す
ま
で

続
き
ま
す
様
祈
念
し
、
続
く
勉
強
会

も
十
年
を
期
に
終
り
、
楽
し
か
っ
た

友
情
は
今
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。 

卒
業
後
の
夫
は
短
歌
で
は
な
く
、

長
浜
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
に

十
年
、
湖
北
の
歴
史
や
文
化
を
学
び
、

観
光
客
に
案
内
と
研
修
や
奉
仕
作

業
に
熱
心
に
参
加
（
大
河
ド
ラ
マ
の

影
響
か
）
し
、
バ
ス
ガ
イ
ド
と
し
て

マ
イ
ク
を
持
ち
毎
日
出
か
け
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
が
、
持
病
が
あ
り
、

日
々
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
毎
日
八
千

歩
を
忘
れ
ず
記
録
し
て
い
ま
し
た
。

平
成
22
年
6
月
病
気
に
勝
て
ず
他

界
し
無
念
で
す
。 

私
は
、
病
気
と
付
き
合
い
な
が
ら

地
域
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
生
花
、

水
墨
、
書
道
と
60
歳
よ
り
習
い
、
絵

手
紙
と
書
道
は
今
も
続
け
て
い
ま

す
。
認
知
症
防
止
や
健
康
維
持
に
野

菜
作
り
と
毎
日
出
か
け
楽
し
ん
で

い
ま
す
。 

余
生
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
コ
ロ

ナ
に
負
け
た
く
な
い
で
す
。 

           

29
期
園
芸
学
科 

 
 

田

中

教

一

様 

 
 
 

令
和
元
年
12
月
８
日
逝
去 

20
期
陶
芸
学
科 

 
 

嶌

田

忠

則

様 

 
 
 

令
和
２
年
４
月
23
日
逝
去 

 

 

令和２・３年度 湖北支部新役員のご紹介 

湖北支部長 奥長 裕幸 副支部長 総務担当  北村 孝雄 

副支部長  地域活動担当  中川 幸治 副支部長 体育担当  田中 正幸 

副支部長  研修担当    富永 洋司 副支部長 広報担当  前川 秀和 

ホームページ担当      三俣 繁美 顧問         北村 喜代嗣 

令和２・３年度 湖北支部担当幹事さんのご紹介 

地域・学区 幹事名 会員 地域・学区 幹事名 会員 地域・学区 幹事名 会員 

長浜学区 1 中川 孝 3 湖北町管内 三宅 豊 3 入江地区 中川 善雄 4 

長浜学区 2 三俣 繁美 8 虎姫町管内 馬場 壽夫 6 梅ヶ原地区 草川 洸治 6 

長浜学区 3 川村 敏夫 9 高月小学区 西嶌 正美 11 息郷地区 畑 光弘 3 

神照学区 1 辻 廣男 8 古保利七郷 弓削まさ恵 9 坂田西学区 北村 孝雄 16 

神照学区 2 奥澤 富恵 10 富永小学区 前川 敏子 8 坂田東地区 田中 正幸 12 

六荘神田学区 塩 志津枝 9 木之本管内 富永 洋司 10 息長学区 林 とく 11 

南郷里学区 西川恵美子 9 余呉町管内 笠原 一郎 5 大原学区 西堀 幸 7 

北郷里学区 吉永 和子 5 西浅井管内 増谷 綱一 2 柏原学区 岩崎 文松 4 

びわ地区北 澤村 正司 7 下多良地区 山川 博民 4 東黒田学区 宮川 好由 7 

びわ地区南 松井 弘子 12 駅西部地区 大橋 好子 7 伊吹管内 近藤 かづ 2 

浅井ブロック 高山 五重 10 駅東部地区 松村 武温 3 計  230 

今
年
度
か
ら
会
報
を
担
当

す
る
こ
と
と
な
り
、
不
慣
れ
な

パ
ソ
コ
ン
に
悪
戦
苦
闘
し
な

が
ら
、
何
と
か
37
号
を
発
行

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ

り
、
同
窓
会
の
行
事
も
中
止
と

な
り
、
記
事
と
し
て
取
り
上
げ

る
物
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、

例
年
７
月
に
発
行
さ
れ
て
い

た
会
報
も
一
ヶ
月
遅
れ
の
発

行
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

そ
ん
な
中
で
、
今
年
、
米
寿

と
な
ら
れ
ま
し
た
皆
さ
ん
に

記
事
の
依
頼
を
さ
せ
て
頂
い

た
と
こ
ろ
、
快
く
投
稿
し
て
頂

き
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

投
稿
し
て
頂
い
た
皆
さ
ん

は
と
て
も
お
元
気
そ
う
で
、
充

実
し
た
日
々
を
送
っ
て
お
ら

れ
る
様
子
で
、
大
変
喜
ば
し
い

限
り
で
す
。 

会
報
の
編
集
に
あ
た
り
、
至

ら
な
い
点
も
あ
っ
た
か
と
思

い
ま
す
が
、
最
後
ま
で
お
読
み

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
次
号
も
暖
か
く
見

守
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。 

« 

編 

集 

後 

記 » 

訃
報
の
連
絡 

知
ら
せ
て
下
さ
い 

奥
長
支
部
長
ま
で 

☎ 0749 
76-0108 

訃報 

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し 

心
か
ら
ご
冥
福
を 

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す 


